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1 計画の趣旨 
本市の現（第２次）総合計画は平成２７年度から令和６年度までの計画で，江田島市内外の人々に島の恵み

を実感してもらうことを最終的な目標とし，市民参画による協働と広域的な視点に立った交流をベースに「協

働と交流で創りだす『恵み多き島』えたじま」を１０年後の目指す姿（スローガン）として掲げてまちづくりに取り

組んできた。 

その現計画が令和６年度で計画期間終了となる。その検証結果に加え，避けては通れない少子高齢化によ

る人口減少やＤＸ社会の進展など本市を取り巻く社会情勢や多様な主体の意見を幅広く取り入れ，さらには，

まちづくりを自分事として取り組めるよう地域住民の意識の醸成を図り，１０年後の江田島市のあるべき姿を示

した次期（第３次）総合計画を策定する。 

 

 

2 作成期間 
契約締結の翌日から令和７年（2025 年）３月３１日（月）まで 
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3 業務内容 

【令和５年度】 
(1) 基礎調査・分析業務 

⚫ 市の人口・世帯推計をはじめとする基礎的な指標やデータ等の整理及び今後の見通し，本市の特性，強

み・弱みの分析を行う。 

⚫ 第２次総合計画の進捗状況，課題に基づく分析を行う。 

⚫ 基礎調査報告書の作成を行う。 

［基礎調査の整理事項］ 

 

■類似都市・近隣市との比較分析による都市ポテンシャル調査 

⚫ 地域経済総覧等を活用し，中核市及び中国管内主要都市の各種統計データや市町村データを整理し順

位付けと類似都市平均との比較により，江田島市の都市のポテンシャルとポジショニングを把握します。 

 

  

社
会
潮
流
の
把
握 

●県の関連計画等 

 県の関連計画を参照

し，県の動向を把握 

江
田
島
市
の
現
状 

 

各種計画を参照し，連動

性，具体事業等の内容を

把握 

 地域防災計画 

 観光振興計画 

 デジタルビジョン 

 オリーブ振興計画 

 その他の個別計画 

 各課への進捗調査シー

ト        等 

 

●まちの姿・現状 

統計資料や RESAS，各種文

献からグラフや地図で把

握 

 地理的・自然的条件 

 人口・世帯（推計含） 

 土地利用，都市基盤 

 生活環境，産業状況 

 教育・文化 

 災害リスク 

 都市ポテンシャル調査※ 

 等 

 

●意向調査，照会調査 

各種調査から現状・課題を

把握 

 市民意識調査 

 高校生アンケート調査 

  

 小学生の未来の島のイラ

スト 

 中学生・高校生 WS 

 江田島未来ビジョン WS 

          等 

現
計
画
策
定
時
か
ら
の
状
況
の
変
化
を
整
理
し
，
江
田
島
市
の
将
来
展
望
の
予
測
と
課
題
整
理 

●  

 前計画から市内でおこ

った主なできごとを把

握・整理 

●国の関連計画等 

 国の関連計画や各省庁の白

書を参照し，国の動向を把握 

分野別の現状を整理把握 

 未婚化，晩婚化，晩産化 

 空家，公共施設マネジメント 

 防災・減災，国土強靭化 

 脱炭素社会 

 コンパクト＋ネットワークの形成 

 小さな拠点の形成 

 デジタル技術・DX・スマートシティ 

 観光，働き方改革        等 
 

新型コロナウイルス感染症がもたらした影響の把握 

 国土交通白書，厚生労働白書，観光白書，東洋経済などの刊行物  等 

行政の視点 データの視点 市民・事業者の視点 
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(2) 成果検証の検討・調整業務 

⚫ 新計画における成果検証の方法や指標，ＫＰＩ，表現等の検討を行い，提案を行う。 

⚫ 成果検証の指標においては，10 年後の基本構想実現を見据え，基本構想で位置付けた部門別のゴール

目標の実現に必要となる条件・状態を想定し，基本計画・実施計画において，その条件・状態に合致した

指標を設定するなど，基本構想から実施計画まで，指標を連動させた「目的達成型の思考」で指標設定を

行う。 

［計画構成と指標との関係性（案）］ 
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(3) 計画策定業務 

⚫ 計画に市民等の意見を取り入れるため必要な指標を得ることができるような質問項目の提案を含めた市

民意識の把握を行う。 

⚫ 市民・職員等の意識の醸成を図り，まちづくりを自分事として考えられるようなヒアリングや意見交換会な

どを実施する。 

 

① 市民意識調査の実施 

⚫ 江田島市を象徴する誇りや価値についての把握や，今後の生活する上での不安やまちづくりへの参画意

向等から，今後 10 年間で求められる施策の方向性や戦略的な取り組みの検討に活かす市民意識調査

を実施する。 

⚫ 施策に対する満足度と重要度に関しては，例年実施されている市民満足度調査の結果（総合計画・総合

戦略の検証結果も含め）を有効に活用する。 

［調査概要］ 

調査対象 
16歳以上の江田島市民のうちから 2,000人（無作為抽出） 

※旧町・年齢別にバランスよく配布できるように検討 

調査方法 郵送配布・郵送回収（WEB回答併用（紙面に QR コード，識別番号による照合）） 

抑えるべき 

設問項目案 

回答者属性 性別・年齢・家族構成・居住地・居住年数・職業 

社会変化に伴う，生活の変化 

 災害に対する意向 

 デジタル社会への意向 

 新型コロナによる生活の変化 

江田島市を象徴する価値・誇り  江田島市の価値（好きなところ）や誇り 

生活に関すること  生活上の困りごと，今後の不安 

まちづくりへの参画意向 
 まちづくりへの興味・関心 

 興味のある取組・イベント 

自由記述（理想のまちの姿）  自由記述 例：10年後は「○○○○○○なまち」 

分析方法 

 地域別・世代別のクロス分析を実施 

 満足度調査結果から対応が求められている事項と上記回答結果と連動させ分析 

 「価値・誇り」「理想の暮らしのイメージ」に関して，キーワードを抽出 

 市外からの意向等は，既存資料を活用し整理・分析 

  

  
 
 
 
 
 
 
  

 

  

地域別 

（●地区） 

子育て

支援 

小中学の

学校教育 

20代女性 不満 普通 

30代女性 満足 満足 

40代女性 やや不満 やや不満 

・・・   

 

 

ターゲットを絞り込んだ課題・施策の検討 
 

<地域別分析> <ターゲット分析> <キーワード分析> 
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② 市内各種団体ヒアリング調査 

⚫ 江田島市で暮らす・働く（生活する）ことの誇りや価値を把握すること，市民が主体となり，行動を推進して

いく（＝実践する）計画としていくことを目的に，市内で活躍する活動団体・NPO，企業，実践者などに対

して，ヒアリング（インタビュー）を実施する。 

⚫ 各分野の持続・発展に向けての課題や必要となる事項を整理し，将来的な予測や市の課題等に反映する。 

［調査概要］ 

対象 

総合計画各分野（教育・文化/産業・観光/福祉・保健/生活・環境/安全・安心／基盤（都市・生活，

交通）/地域（コミュニティ等）の７分野）の関連事業者等を想定 

上記に加え，新規参入企業やまちづくり協議会・自治会，若者コミュニティ，地域活動者，移住定住

者なども想定。  

方法 事前にアンケートを FAX・メール・郵送等で配布・回収し，ヒアリングを実施。 

設問 

項目 

案 

⚫ これまで行われてきた取組について 

⚫ 近年の社会変化を踏まえた分野の潮流の変化 

⚫ 分野における課題や将来における懸念事項 

⚫ 分野の持続・社会変化の対応に向けて推進が必要な取組・まちづくりの展開 

⚫ 市民・行政と連携したまちづくりの意向，協働のまちづくりに係る可能性や意向 

⚫ 江田島市に期待すること，まちづくりの評価 

⚫ 将来のまちのイメージ 

⚫ なぜ江田島に来たか，どこに興味をひかれたか（新規参入企業，移住者等）  

 

③ 小学生による“未来の島の姿のイラスト”を募集 

⚫ 江田島の小学生を対象に，島の未来の姿を描いたイラスト等を募集し，小学生の皆さんが思う未来の江

田島の姿を把握する。募集に際し，各小学校に協力いただき，フォーマットの配布を行う。 

 

④ 中学生・高校生ワークショップの開催 

⚫ 江田島の中高生が想う「江田島の未来や大切にしたいこと」を把握するワークショップを実施する。 

⚫ ワークショップに際しては，地域で活動する実践者にゲストティーチャーとして参加してもらい，各テーマに

対して，話題提供をしてもらいながら，ワークを進める。 

 

⑤ 高校生向けのアンケート 

⚫ 若者世代が進学・就業後，江田島市とどのように関わるかを分析するために，江田島市内の高校生を対

象にアンケートを実施する。今後のふるさととのかかわり方について考えてもらうきっかけとする。 

［調査概要（案）］ 

調査対象 
市内の高校（広島県立大柿高等学校）に通学する高校生 

市内に在住し，市外の高校に通学する高校生 

配布数 全数 

配布方法 郵送，学校を通じて配布・回収 

調査項目案 

１． 出身地（市内，市外） 
２． 江田島市の誇れるもの，残したいものについて 
３． どのような活動に興味がある（やりたい）かについて 
４． 江田島市との今後の関わり方 
５． 将来どう活躍したいかについて（江田島市内外は問わない）（自由記述）        等 
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(4) 基本構想の検討・作成業務 

⚫ 各調査や意識把握結果を踏まえ，基本構想案を作成する。 

⚫ 基本構想では，将来像について自身（市民・事業者）の声・意見等が計画に反映された過程を「見える化」

し，計画を「自分ごと」として関心を持ってもらうほか，イラストや図，写真等を中心として，市民が手にとっ

て，読みやすい，読んでみたくなるようデザインに配慮する。 
 

［基本構想における紙面イメージ］ 

■ みんなが考えるこれからの江田島市 / 10 年後の将来像と考え方               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 ■ 部門別の方針                                      

 

 

 

 

  

状況・課題を踏まえ，部門に

おいて，10 年間で達成・解決

すべき部門の方針を設定 

 

 

 

 

各種市民意向結果やコンセプトブック（ローカルアイデンティティ）の内容を踏まえ，将来像を整理。 

 

 

 

 

 

意見を集約し，将来像にどのように反映されたかを整理 

 

 

基本計画の柱となる

「部門」ごとに方針

を整理 

 

 

 

 

江田島市の状況・課

題や方針の補足や参

考となるデータやコ

ラム等を掲載 

［掲載データ例］ 

✓統計情報 

✓ｱﾝｹｰﾄ調査結果 

✓事業者の意見 

✓市民の活動や 

取組事例 など 

 

    

各種市民意向（市民

意識調査や事業者ヒ

アリング， 中学生・

高校生ワークショッ

プ，職員ワーキング，

ビジョン検討ワーク

ショップ等）の検討

経緯・プロセス，主な

意見を掲載。 

 

 

 

 

 

意見を集約し，将来

像にどのように反映

されたかを整理 

 

 

各種基礎調査結果（現状分析や社

会潮流の把握，意向調査等）をも

とに各部門の状況・課題を整理 

 

 

 

 

 

 

 

方針の達成・進捗状況を確

認する 10 年間の目標指標

を設定 

 

 

 

意見を集約し，将来像にど
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(5) トップヒアリング 

⚫ 計画策定後における課題や取組，将来展望を見据えた上での，本計画期間で江田島市が重点的に取組

むべき事項等について，計画書の骨子案をもとに市長の意向を把握し，総合計画全体の方向性や軸とす

るテーマを検討する。 

[ヒアリング項目の案] 

第 3 次江田島市総合計画の将来・

テーマについて 

第 3 次江田島市総合計画で目指すべきまちの姿やテーマとそれに向け

ての課題の把握 

重要課題について 江田島市の重要課題について把握 

これまでの取組について 
これまで実施してきた取組において，最も成果を上げた取組と困難であ

った取組を把握 

重点戦略について 市長が考える今後 5年間で実施すべき重点事項を把握 

ディスカッション参加者（想定） 
中・高生などの若者，子育て世代等 

※ヒアリングやワークショプ等から参加者を募る 

 

(6) 策定本部会議・審議会運営支援業務 

⚫ 策定本部会議及び審議会の会議資料作成等の支援を行う。 

⚫ 会議運営に関する提案やその他必要な支援を行う。 

 

[策定本部会議及び審議会の議題（案）] 

1回 
〇総合計画の認識共有 

〇策定スケジュール 

2回 
〇将来の状況の予測・課題の 確認 

〇基本構想の構成案（骨子） 

3回 
〇基本構想の素案確認 

〇コンセプトブックの構成案確認 

4回 
〇基本構想の原案確認 

〇コンセプトブックの内容確認 

 

(7) 打合せ会議 

⚫ 業務進行に合わせ，必要に応じて適宜行う。 
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【令和６年度】 
(1) 計画策定業務 

⚫ 計画に市民等の意見を取り入れるための市民意識の把握や職員等の意識の醸成を図るためのヒアリン

グや意見交換会などを行う。 

※ 令和５，６年実施内容参照。 
 

(2) 市民意識醸成業務 

⚫ 本計画を通じて，市民等の身近に感じれるよう意識の醸成を図るツール等の検討・提案を行う。 

⚫ 具体的には，ローカルアイデンティティを落とし込んだコンセプトブックを作成するとともに，その作成過程

において，理念等を反映したロゴマークやキャッチフレーズを整理する。 

⚫ 加えて，訴求力を高めるものとして，それらをビジュアル的に見せ，日常的に使用出来たり，愛着を高める

ノベルティとなるツールに関する提案を行う。 
 

(3) 基本計画・実施計画の検討・策定 

① 基本計画の検討・策定 

⚫ 各種調査内容等を踏まえ，基本計画の策定を支援する。施策体系や達成目標の設定等を整理・提案する。 

⚫ 基本計画は，今後5年間の推進施策とあわせて，まちづくりを市民が「自分ごと」ととらえ，身近なところか

ら行動をしてもらうための工夫を盛り込むとともに，市民が理解しやすいよう，なるべくシンプルな構成を

心掛けるなど，「市民の目線」を意識した基本計画を構築する。 

 

［基本計画における紙面イメージ］ 
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② 実施計画の検討 

⚫ 実施計画では施策達成につながる詳細事業（取組）等のほか，基本計画の目標・指標を実現するための

「取組指標」をあわせて管理する。指標は事務事業評価とあわせて毎年度検証することで，検証結果にあ

わせて柔軟に事業・指標を見直す実施計画を作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 策定本部会議・審議会の運営支援 

⚫ 策定本部会議及び審議会の会議資料作成等の支援を行う。 

⚫ 会議運営に関する提案やその他必要な支援を行う。 

[策定本部会議及び審議会の議題（案）] 

1回 〇基本計画の構成案確認 

2回 〇基本計画の部門別協議① 

3回 〇基本計画の部門別協議② 

4回 〇総合計画全体について 

5回 〇総合計画最終案の確認 

 

〇基本構想で設定した「ゴール指標」を参考表示 

 
〇基本計画の施策内容と，設定した指標 

「アウトカム指標」を表示。（５年で見直し） 

 

〇「取組指標」を設定 

■基本計画の目標達成に必要

な取組指標を適宜見直し 

 

［事務事業評価資料］ 

（毎年度確認） 
 

〇取組指標の達成

状況を確認 

〇「事後評価（Chec

ｋ）」や「今後の方

向性と改善提案

（Action)」から

事業が適切に進

捗しているかを

確認 

〇事業ごとに以下整理 

✓事業概要 

✓実施予定期間 

✓予算内訳（３年間） 

✓担当課 

■各評価を踏まえて，毎年度

事業を見直し 

評価を 
踏まえて
見直し 

適宜見直し 

基本計画指標を 
踏まえて設定 

■実施計画イメージ 

反 

映 
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(5) 打合せ会議 

⚫ 業務進行に合わせ，必要に応じて適宜行う。 

 

(6) 総合計画（コンセプトブック）お披露目会 

⚫ 総合計画及びコンセプトブックがまとまった際にまちづくりに対する機運醸成を目的にお披露目会を実施

する。 

⚫ 計画等の意義，目指すビジョン・コンセプトの説明に加えて，検討に携わった関係者等に登壇してもらい，

ビジョン等に込めた想い等を発表・共有する機会（みんなでつくる場）とする。 

 

[お披露目会の概要（案）] 

「お披露目会」

プログラム案 

（１）総合計画策定の趣旨 

（２）策定の過程について（これまでの意見） 

（３）目指すべきビジョン，コンセプトについて 

（４）コンセプトブックについて 

（５）トークセッション「江田島の未来を考える（仮）」 

（パネラー：市長，ＷＳに参加した学生，参加者，デザイナー，各団体 等） 

（６）今後のアクションについて発表（WS参加者より） 

同時開催内容 

◎ コンセプトブックの展示・配布 

◎ ロゴマークの入ったＰＲツール（試作品）の展示 

◎ 検討経緯のパネル展示 

◎ 江田島市のブランド品，特産品等の販売と PR など 

 

  



11 

 

令和５，６年度共通実施内容 
(1) 職員参画によるグループワーキングの運営支援 

⚫ 職員が自分ごととして計画を捉え，職員自らが課題を導き出し，持続可能な江田島市としていくために何

をすべきなのかを考え，今後の解決すべきまちづくりの方向性を導き出すことを目的に，実施する。 

⚫ 本部会議とも調整しながら，取り組むべき施策を整理する。 

 

［職員ワーキンググループの概要］ 

 

［職員ワーキンググループ（案）の概要］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 市民参画による意見交換会（江田島未来ビジョンワークショップ） 

⚫ 市民参画による意見交換会として，「江田島の未来のビジョンとコンセプト」を考えることを目的としたワー

クショップを開催する。 

⚫ 市内の中学生から高齢者まで幅広い層に参加してもらい，世代問わず，幅広い視点から意見を頂ける機

会とする。 

⚫ 各回でテーマを設けて，総合計画及びコンセプトブックに関するビジョンやコンセプト，それらの実現に向

けたアクションについて検討を行う。 

  

参 加 者 市の若手職員＋係長クラス（次代の幹部） 

募集方法 各課より２名（若手，係長）を課長より推薦 

目  的 
施策評価シートの説明とその研修，施策調査シートに関しての議論 

重点テーマの特定と，重点テーマの政策立案 等 

開催時間 ２時間～３時間程度 

テーマ，目的 会議 実施概要 関連スキル 

議論 

 
 
 

ＷG① 

・計画の趣旨・概要説明 

・現況分析と課題整理 

・施策評価シートの確認 

・まちづくりの重点事項

の導き出し 

・総合計画及びコンセプトブックの趣旨・概要説明 

・施策評価に関する説明と考え方の研修 

・今後解決すべきまちづくりの重点事項の導き出

しと絞り込みの実施 
 

・現況を読み解き，課

題を導き出す 

・重点課題の整理と絞

り込み 

 
 

ＷG② 

・施策評価の共有 

・重点プロジェクトの方向

性の検討 

・前回結果の振り返り 

・施策評価の共有，今後に対する検討 

・重点 PJの方向性を整理 

・資料作成 

・施策評価の分析 

 

策定本部 
・本部会議にて情報を

共有し，検討 

・本部会議にて，情報共有 

★施策・取組・重点 PJの方向性を決定 

・資料作成 

 

ＷG 

③～④ 

・施策調査シートの説明，

結果を受けて施策の検討 

・重点PJに関連する政策

の立案 

・前回までの振り返り 

・施策調査シートの記入の仕方の説明・研修 

・回答結果を踏まえて，職員側で実施すべき事

項を整理検討 

・事業立案能力 

 

策定本部 ・本部会議にて情報共

有し，整理 

・本部会議にて資料を提示 

★重点 PJの施策等の決定

PJ

・資料作成 

取
組
の
テ
ー
マ
の
整
理 

政
策
・施
策
の
立
案 

※WG=ワーキンググループの略 PJ＝プロジェクトの略 
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［概要の案］ 

実 施 方 法 
1テーブル４～5名程度を想定し，ワークショップ形式（ワールドカフェ方式等）で実施 

2時間～3時間程度を想定 

参加対象者 市内の中学生，高校生，事業者，地域団体等各世代が幅広く参加を予定 

募 集 方 法 
市民意識調査に開催の案内を同封／ヒアリングやワークショップ等で開催を伝え，参加を

促す／公式 LINE等とも連携し，参加者を募集／協議会や公民館等で依頼 等 
 

 

［実施内容の案］ 

 

共通テーマ ： 子や孫といった次世代まで引き継いでいきたい“江田島の想い・誇り”を考える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

テーマ   ：ビジョンやコンセプト（コンセプトブック）を広めるためのアクション（活用）を検討しよう！ 

実施内容 ：コンセプトブック（案）の内容を踏まえ，多くの人に伝えるためにどんな取組・プロジェク

トが必要かを検討（ツール作成，情報発信の手法等），各主体より活動宣言を発表 

ワールドカフェ方式で意見を出し，OST※の方式で，興味のあるテーマで班分けし，議論を深める 

反映先  ：基本計画等の施策や事業，重点 PJの検討，コンセプトブックの周知 

 

テーマ   ：コンセプトブックの内容を検討しよう！  

実施内容 ：コンセプト案，構成案に対して意見交換／行動指針やロゴマークに対するアイデア

について検討※デザイナーから検討する上でのポイント・注意事項等を情報提供 

ワークショップ形式で意見交換 

反映先  ：基本理念，コンセプトブックの内容等 

 

テーマ   ：将来ビジョンに対する理念（コンセプト）を検討しよう！ 

実施内容 ：1 回目で出された将来ビジョンを受けて，理念やコンセプトを検討／ビジョンやコンセ

プトを伝えるために必要なコンセプトブックの項目（構成）について検討 

       ※デザイナーから構成を考える上でのポイント・注意事項等を情報提供 

ワールドカフェ方式で意見交換 

反映先   ：計画の将来像や基本理念，コンセプトブックのコンセプト・目次 等 

 

テーマ   ：将来の目指すべき江田島の姿・ビジョンを考えよう！ 

実施内容 ：総合計画，コンセプトブックの趣旨説明／まち現状・課題や各種ニーズ等の情報共有 

江田島のイメージ／理想のまちの姿／江田島の魅力／将来に引き継ぐべきビジョン 

ワールドカフェ方式で意見交換 

反映先  ：計画の将来像や方向性，コンセプトブックのコンセプト等 

 

２
回
目 
３
回
目 

４
回
目 

１
回
目 

令
和
５
年
度 

令
和
６
年
度 

委
託
事
業
者
よ
り
冊
子
デ
ザ
イ
ン
等
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス 

 

委託事業
者より情
報発信・
ツール等
に関する
アドバイ
ス 

※オープンスペーステクノロジーの略称。 参加者自身が検討したいと思うアイデアや解決したい課題などを提案し，それに賛

同する人が集まって話し合うことにより，具体的なプロジェクトを生み出したり，テーマについての理解を深めたりする手法 
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(3) コンセプトブックの検討 

① コンセプトブックのイメージ 

⚫ 市民・事業者への愛着・誇りの醸成や，市一丸でのまちづくりを醸成し，市の持続的な活力創出につなげ

るため，市の誇り・魅力を市一丸で守り継ぎ，市内外へ PR するための指針（ローカルアイデンティティ）を

定めたコンセプトブックを作成し，お披露目会等で市民へ配布する。本冊子は，市民自身が，市内外に江

田島市を紹介・自慢し，PRを行うためのツールとなることを想定して冊子を作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域の魅力・誇りや行動指

針を整理し，読みやすく，親

しみやすいコンセプトブッ

クとして整理，市民に配布 

 

 
江田島市への想いや行動

指針を，より広めていくた

めの「シンボルマーク」と

その使い方を整理。 

 
市一丸で江田島市の魅力

や誇りを広め，継承してい

くための「行動指針（市民

としての心構え）」を整理 

 
多様な媒体にシンボルマ

ークを活用することで，地

域の魅力や行動指針の周

知，江田島市の PR につな

げる。 

［コンセプトブックの参考事例（弊社アドバイザー（顧問）実績：山都町）］ 
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② コンセプトブックの構成（デザイン）パターン 

⚫ コンセプトブックは，「市民に認識され，共感してもらう」ことが重要であることから，伝えたいターゲット・世

代やメッセージによって，より効果的な冊子構成や発信方法を柔軟に検討すべきものである。 

⚫ 江田島市における市内外での効果的なデザイン・ブランディング・ＰＲ手法等を検討する。 

 

［コンセプトブックの構成事例］ 

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
型 

YAMATO-CHO  LOCAL IDENTITY GUIDE BOOK      

［弊社アドバイザー（顧問）実績：山都町］ 

 

［特 長］ 

 地域の PR やシビックプラ

イドの醸成に向けて，町民や

他地域に，地域の魅力や誇り，

地域づくりの行動理念などを

伝えるガイドブック（説明書）

として冊子を作成。 

絵 

本 

型 

大竹市まちづくり基本構想  [弊社実績：大竹市］ ［概要・特長］ 

 大竹市の総合計画につい

て，30 年後を見据えたまちづ

くりの基本理念や将来像を，

次の世代・未来まで，引き継

ぐことを意識し，絵本のスト

ーリーの中でまちづくりの理

念等を伝える，子どもでも親

しめることに配慮した絵本形

式の基本構想を作成。 

タ
ブ
ロ
イ
ド
型 

みさとと。 ［（株）シフトブレイン実績：美郷町］ 

 

［概要・特長］ 

島根県美里町の関係人口増

加等，町外への PR を目的と

したブランディングプロジェ

クト。 

ウェブサイト制作をはじ

め，地域の魅力を伝えるタブ

ロイドを町内全戸配布，役場

職員の名刺リニューアル，写

真展の開催，グッズ制作など，

地域の魅力を再認識し，町内

外に伝えるための様々な展開

を推進している。 

  

<タブロイド> 
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4 スケジュール 

令和5年度 令和6年度

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

基礎調査・分析業務

(1)基礎指標・データ整理・分析

(2)第2次総合計画の進捗状況・課題に基づく分析 準備 各課照会　　とりまとめ

(3)課題の分析

市民意向把握・意識醸成等

(1)市民意識調査 準備・実施 

(2)事業者・関係者ヒアリング（インタビュー）

(3)-①小学生絵画募集 準備、調整、依頼　　募集、とりまとめ

(3)-②中学生・高校生ワークショップ

(4)-③高校生アンケート

(4)職員研修・ワーキンググループ ① ② ③ ④

(5)コンセプトブックワークショップ ① ② ③ ④

意識啓発ツールの作成

トップヒアリング・若者ディスカッション

成果検証の検討

計画の構成・体系案の検討

基本構想（案）作成

基本構想の策定

コンセプトブックの検討 理念・指針、構成整理

コンセプトブックの作成 最終案作成 調整

基本計画・実施計画（素案）検討・作成 施策調査シート

基本計画・実施計画（案）作成

コンセプトブック・計画書印刷 デザイン作業 調整 印刷

パブリックコメント パブコメ パブコメ

各種会議

策定本部会議 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

審議会 　① ② ③ ④構想答申 ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨最終答申

議会 構想議決

総合計画お披露目会

集計分析




